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■

台
湾
の
独
立
と
言
論
の
自
由
を
求
め
て
焼
身
自
決

　

台
湾
に
は
か
つ
て
世
界
一
長
い
戒
厳
令
が
布
か
れ
て
い
た
。
戦
後
の

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
五
月
二
十
日
か
ら
一
九
八
七
年
（
同

六
十
二
年
）
七
月
十
五
日
に
至
る
、
三
十
八
年
間
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
四
八
年
五
月
十
日
か
ら
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
五

月
一
日
に
至
る
四
十
三
年
も
の
間
、
総
統
が
立
法
院
（
国
会
に
相
当
）

の
制
限
を
受
け
ず
、
意
の
ま
ま
に
戒
厳
令
や
緊
急
命
令
を
発
令
で
き
る

「
動ど
う

員い
ん

戡か
ん

乱ら
ん

時じ

期き

臨り
ん

時じ

条じ
ょ
う

款か
ん

」
も
定
め
ら
れ
、
中
華
民
国
は
あ
く
ま
で

も
「
中
国
の
正
統
政
府
」
で
あ
り
、
大
陸
の
反
乱
を
平
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
動
員
戡
乱
時
期
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
憲
法
が
停
止

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
期
間
は
言
論
の
自
由
や
集
会
・
結
社
の
自
由
な
ど

は
許
さ
れ
ず
、
新
聞
の
自
由
発
行
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
国
民

大
会
代
表
（
参
議
院
議
員
に
相
当
）
や
立
法
委
員
（
衆
議
院
議
員
に
相

当
）
な
ど
は
、
大
陸
反
攻
に
成
功
す
る
ま
で
改
選
し
な
い
と
い
う
緊
急

命
令
が
蔣
介
石
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
、こ
こ
に
所
謂「
万
年
国
会
議
員
」

が
誕
生
し
、
台
湾
人
の
国
政
へ
の
参
与
は
剥
奪
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
戦
後
、
共
産
党
と
の
国
共
内
戦
に
敗
れ
て
台
湾
に
落
ち
延
び

て
き
た
蔣
介
石
・
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
と
略
）
の
独
裁
下
に

あ
っ
た
中
華
民
国
の
現
状
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
台
湾
の
人
々
を
目
覚
め

さ
せ
、
こ
の
現
状
を
克
服
す
べ
く
そ
の
身
を
挺
し
て
挑
ん
だ
の
が
、
歿

後
「
台
湾
建
国
烈
士
」
の
称
号
を
捧
げ
ら
れ
た
鄭て
い

南な
ん

榕よ
う

で
あ
る
。

　

李
登
輝
前
総
統
が
台
湾
人
と
し
て
初
め
て
総
統
に
就
任
し
た
一
九
八

八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）、
鄭
南
榕
烈
士
は
、
当
時
、
台
湾
独
立
建
国

聯
盟
主
席
だ
っ
た
許
世
楷
氏
（
現
駐
日
代
表
）
の
「
台
湾
共
和
国
憲
法

草
案
」
を
、
自
ら
主
宰
し
編
集
長
を
つ
と
め
る
「
自
由
時
代
週
刊
」

（
十
二
月
九
日
発
行
、
第
百
七
十
一
号
）
に
掲
載
し
た
。

　

年
が
明
け
、
高
等
検
察
庁
は
叛
乱
罪
容
疑
で
召
喚
し
よ
う
と
し
て
出

頭
を
命
じ
た
が
、
鄭
烈
士
は
こ
の
名
分
な
き
召
喚
を
拒
否
し
、
台
北
市

台
湾
民
主
主
義
の
旗
手
・
鄭て

い

南な
ん

榕よ
う

烈
士

身
を
挺
し
て
台
湾
の
独
立
と
民
主
化
を
推
進
し
た
そ
の
軌
跡本

誌
編
集
部

在りし日の鄭南榕烈士
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内
の
自
由
時
代
社
に
籠
城
し
た
。
国
民
党
の
圧
政
に
抗
議
し
、
台
湾
の

中
華
民
国
体
制
か
ら
の
独
立
と
完
全
な
言
論
の
自
由
を
求
め
た
籠
城
は

七
十
一
日
に
も
及
び
、「
国
民
党
は
私
を
逮
捕
で
き
な
い
。
逮
捕
で
き

る
と
す
れ
ば
、
私
の
屍
だ
け
だ
」
と
宣
し
、
四
月
七
日
午
前
九
時
過

ぎ
、
百
名
を
越
え
る
警
官
隊
が
包
囲
す
る
中
、
宣
言
通
り
自
ら
ガ
ソ
リ

ン
を
か
ぶ
っ
て
火
を
放
ち
、
覚
悟
の
自
決
を
遂
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　

で
は
、
鄭
南
榕
烈
士
が
な
ぜ
焼
身
自
決
に
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ

の
軌
跡
を
生
誕
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
素
描
し
て
み
よ
う
。

■

大
陸
出
身
の
父
と
台
湾
人
の
母

　

鄭
烈
士
は
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
九
月
十
二
日
、
宜
蘭
県

五
結
郷
に
、
四
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
父
の
鄭
木
森

は
中
国
福
建
省
福
州
の
出
身
で
、
日
本
時
代

に
台
湾
へ
渡
っ
て
き
た
。
母
は
客
家
系
台
湾

人
の
謝
恵
琛
で
、
両
親
は
理
髪
店
を
営
ん
で

い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
鄭
烈
士
に
は
台
湾
人
の
血
が

半
分
流
れ
て
い
た
が
、
身
分
証
の
本
籍
は

「
外
省
人
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

鄭
烈
士
は
小
さ
い
頃
か
ら
学
に
秀
で
、
長

じ
て
両
親
の
命
ず
る
ま
ま
国
立
成
功
大
学
工

程
学
科
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
工
学
系
に
進
級
し
た
後
も
哲
学
に
深

く
傾
倒
し
て
い
た
鄭
烈
士
は
、
輔
仁
大
学
を
受
験
し
直
し
て
哲
学
系
に

入
学
す
る
。

　

こ
こ
で
知
り
合
っ
た
の
が
、
後
に
結
婚
す
る
葉
菊
蘭
さ
ん
で
あ
る
。

葉
菊
蘭
さ
ん
と
い
え
ば
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
は
鄭
烈

士
の
自
決
後
、
民
主
進
歩
党
（
以
下
、
民
進
党
と
略
）
か
ら
立
法
委
員

に
立
候
補
し
て
当
選
し
、
交
通
部
長
（
運
輸
大
臣
に
相
当
）
や
客
家
委

員
会
主
任
委
員
（
客
家
担
当
大
臣
）
に
就
任
し
、
最
近
ま
で
女
性
初
の

行
政
院
副
院
長
（
内
閣
の
副
首
相
）
を
つ
と
め
て
い
た
方
で
あ
る
。

　

鄭
烈
士
の
歿
後
、「
台
湾
独
立
を
夢
み
た
夫
の
遺
志
を
つ
い
で
」
と

題
し
た
論
考
を
「
中
央
公
論
」
平
成
二
年
四
月
号
に
発
表
し
て
い
る
。

鄭
南
榕
の
死
に
直
面
し
た
と
き
の
思
い
か
ら
、
国
会
議
員
を
め
ざ
す
よ

う
に
な
っ
た
背
景
や
、「
人
び
と
の
心
に
翳
り
を
も
た
ら
し
、
恐
怖
を

意
識
さ
せ
る
体
制
」
だ
っ
た
と
い
う
当
時
の
台
湾
社
会
の
実
情
を
余
す

こ
と
な
く
描
い
て
い
る
、
約
一
万
字
に
及
ぶ
切
々
た
る
論
考
だ
。

　

こ
の
論
考
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
鄭
烈
士
は
大
学
時
代
か
ら
国
民
党

の
独
裁
体
制
に
違
和
感
を
抱
き
、
台
湾
の
独
立
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

と
い
う
。
そ
れ
は
、
自
決
直
前
に
ま
と
め
た
遺
書
と
い
う
べ
き
「
独
立

こ
そ
、
台
湾
唯
一
の
活
路
」
の
中
で
も
「
大
学
時
代
か
ら
、
こ
の
問
題

を
考
え
始
め
ま
し
た
。
長
時
間
の
思
索
と
熟
慮
を
経
た
後
、
ど
の
よ
う

な
視
点
に
立
っ
て
も
、
台
湾
は
独
立
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
明
る
い
未
来

が
あ
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。

鄭南榕烈士の遺体の前に佇む葉菊蘭夫人
（1989年４月７日）
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そ
れ
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
葉
菊
蘭
さ
ん
は
自
決
後
に
発
行
さ
れ

た
『
自
由
時
代
週
刊
』（
一
九
八
九
年
四
月
十
六
日
付
、
第
二
百
七
十

二
号
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　

独
立
独
行
型
で
ハ
ン
サ
ム
だ
っ
た
鄭
烈
士
に
好
意
を
寄
せ
る
女
子
学

生
は
少
な
く
な
く
、
葉
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
と
い
う
が
、
輔
仁
大

学
の
一
年
生
の
と
き
、
鄭
烈
士
は
ク
ラ
ス
代
表
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
「
立
候
補
し
た
学
生
が
国
民
党
の
推
薦
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
か
れ
は
怒
り
、
直
ち
に
自
分
も
立
候
補
し
て
対
抗
し
、
女
子

学
生
が
全
員
か
れ
に
票
を
入
れ
た
の
で
、当
選
で
き
た
」
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
輔
仁
大
学
か
ら
台
湾
大
学
哲
学
系
に
転
じ
た
鄭
烈
士
だ
っ
た

が
、
卒
業
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
「
陳
腐
な
孫
文
思
想
を
強
制

す
る
『
国
父
遺
教
』
の
授
業
を
拒
否
し
た
た
め
」
だ
っ
た
と
い
う
。
国

士
と
し
て
の
胆
力
が
す
で
に
現
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
雑
誌
の
取
材
記
者
を
つ
と
め
る
傍
ら
、
雑
誌
「
深
耕
」
に

寄
稿
し
、
ま
た
雑
誌
「
生
根
」
の
編
集
も
手
が
け
て
い
た
。
当
時
、
こ

の
「
生
根
」
の
メ
ン
バ
ー
は
「
新
し
い
世
代
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。

　

一
九
八
四
年
（
同
五
十
九
年
）、
三
十
七
歳
の
時
に
先
鋭
的
な
内
容

の
「
自
由
時
代
週
刊
」
を
創
刊
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
国
民
党
と
の

戦
い
に
入
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
「
自
由
時
代
週
刊
」
は
国
民
党
の
腐
敗
ぶ

り
を
容
赦
な
く
暴
露
し
、
次
々
と
タ
ブ
ー
を
打
ち
破
っ
て
い
っ
た
。

　

現
在
、
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
の
主
席
を
つ
と
め
る
黄
昭
堂
氏
は
「
雑

誌
の
内
容
は
国
民
党
の
極
秘
事
項
、
高
級
幹
部
の
秘
事
、
秘
密
警
察
機

関
の
内
部
抗
争
、
軍
事
国
防
に
関
す
る
情
報
…
…
な
ど
、
な
み
の
神
経

の
持
ち
主
で
は
掲
載
す
る
勇
気
の
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。
そ
の
結
果
、

国
民
党
特
務
機
関
か
ら
の
脅
迫
が
あ
い
つ
ぎ
、
告
訴
沙
汰
は
引
き
も
切

ら
な
か
っ
た
」（
月
刊
「
台
湾
青
年
」
一
九
八
九
年
五
・
六
月
合
併
号
）

と
証
し
て
い
る
。
そ
れ
は
常
に
死
と
隣
合
わ
せ
の
行
動
だ
っ
た
の
だ
。

■

す
べ
て
が
「
台
湾
史
上
初
」
と
い
う
驚
く
べ
き
行
動
力

　

一
九
八
六
年
（
同
六
十
一
年
）
に
は
、
先
に
触
れ
た
世
界
最
長
の
戒

厳
令
を
大
衆
運
動
に
よ
っ
て
打
破
す
る
た
め
、
鄭
烈
士
は
自
由
時
代
社

を
根
城
に
「
五
・
一
九
緑
色
運
動
」
を
組
織
し
た
。
五
月
十
九
日
、
台

北
の
龍
山
寺
で
開
か
れ
た
戒
厳
令
撤
廃
を
求
め
る
こ
の
抗
議
活
動
は
、

台
湾
で
初
め
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
大
衆
運
動
だ
っ
た
。

　

鄭
烈
士
は
一
方
で
、
結
党
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
国
民

党
に
対
抗
す
る
政
党
「
台
湾
民
主
党
」
を
結
成
す
る
準
備
を
進
め
て
い

て
、
そ
の
延
長
と
し
て
民
進
党
結
党
工
作
に
も
参
画
し
て
い
る
。
し
か

し
、
鄭
烈
士
は
一
九
八
六
年
九
月
二
十
八
日
に
設
立
さ
れ
た
民
進
党
に

は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
メ
デ
ィ
ア
の
主
宰
者
と
し
て
客
観

的
立
場
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
理
由
で
、
台
湾

独
立
建
国
聯
盟
に
も
加
入
し
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
台
湾
で
は
今
で
こ
そ
「
二
・
二
八
事
件
」
に
つ
い
て
自

由
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
国
民
党
が
一
九
四
七
年
（
同
二
十

二
年
）
二
月
、
前
途
有
為
の
台
湾
青
年
な
ど
を
三
万
人
以
上
も
虐
殺
し
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た
こ
の
事
件
を
、
戦
後
台
湾
で
初
め
て
陽
の
下
に
晒
し
た
の
も
ま
た
鄭

南
榕
だ
っ
た
。
鄭
烈
士
は
一
九
八
七
年
二
月
四
日
、
陳
永
興
医
師
ら
と

と
も
に
「
二
二
八
和
平
日
促
進
会
」
を
結
成
し
、
暗
闇
の
中
に
押
し
込

め
ら
れ
て
い
た
二
・
二
八
事
件
の
タ
ブ
ー
を
解
い
た
の
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
年
の
四
月
六
日
発
行
の
「
自
由
時
代
週
刊
」
に
、
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
台
湾
独
立
活
動
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲

載
す
る
。
そ
の
活
動
家
と
は
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
日
本
本
部
の
許
世
楷

委
員
長
（
当
時
）
で
、
台
湾
の
心
あ
る
人
々
に
、
独
立
と
は
中
華
民
国

体
制
か
ら
の
独
立
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
ら
し
め
た
。

　

こ
の
月
の
十
八
日
に
は
、
台
北
の
金
華
国
民
中
学
の
校
庭
で
開
か
れ

た
「
国
家
安
全
法
反
対
デ
モ
説
明
会
」
に
お
い
て
、
数
千
の
参
加
者
を

前
に
堂
々
と
台
湾
の
独
立
を
主
張
し
た
。
公
然
と
台
湾
独
立
を
主
張
し

た
の
は
、
鄭
南
榕
烈
士
を
も
っ
て
嚆

矢
と
す
る
。

　

生
前
の
鄭
烈
士
と
親
交
を
持
ち
、

自
決
後
、
編
集
長
だ
っ
た
「
台
湾
青

年
」
で
「
鄭
南
榕
記
念
特
集
」
を

組
ん
だ
宋そ
う

重ち
ょ
う

陽よ
う

こ
と
宗む
な

像か
た

隆た
か

幸ゆ
き

氏

は
、
そ
の
中
で
「
鄭
南
榕
は
、
つ
い

に
公
開
の
場
で
、
台
湾
独
立
を
公
然

と
主
張
し
、
台
湾
で
最
大
の
タ
ブ
ー

を
打
破
し
た
。
こ
の
と
き
以
来
、『
自

由
時
代
』
誌
は
、
台
湾
独
立
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
台
湾
全
島
で
、
台

湾
独
立
が
公
然
と
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」（「
鄭
南
榕
よ
、

あ
な
た
は
神
と
な
っ
た
」）
と
、
そ
の
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
八
八
年
十
二
月
、
こ
れ
も
タ
ブ
ー
だ
っ
た
憲
法
論
議

を
起
こ
す
た
め
、
許
世
楷
氏
の
「
台
湾
共
和
国
憲
法
草
案
」
を
「
自
由

時
代
週
刊
」
に
掲
載
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
も
台
湾
初
の
こ
と
で
、
中

華
民
国
の
虚
構
を
暴
い
て
台
湾
社
会
に
強
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

鄭
烈
士
の
歿
後
、
後
藤
新
平
や
李
登
輝
前
総
統
の
胸
像
を
造
っ
た
奇

美
実
業
の
創
業
者
で
あ
る
許
文
龍
氏
は
、
鄭
南
榕
烈
士
の
胸
像
を
造
っ

て
そ
の
事
績
を
顕
彰
し
、
台
南
の
奇
美
博
物
館
に
展
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
決
し
た
自
由
時
代
社
の
編
集
長
室
は
現
在
、
焼
け
た
だ
れ

た
ま
ま
残
さ
れ
、
詩
人
の
李
敏
勇
氏
が
理
事
長
を
つ
と
め
る
鄭
南
榕
基

金
会
が
運
営
す
る
記
念
館
と
な
っ
て
い
る
。
訪
れ
る
日
本
人
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
。
国
民
党
の
占
領
体
制
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
た
、
台
湾
史

に
燦
然
と
輝
く
歴
史
的
な
場
所
で
あ
る
。
台
湾
に
行
っ
た
ら
ぜ
ひ
訪
れ

て
欲
し
い
も
の
だ
。

　

㈶
鄭
南
榕
基
金
会
﹇http

：//w
w
w
.nylon.org.tw

﹈

　

台
北
市
民
権
東
路
三
段
一
〇
六
巷
三
弄
一
一
号
三
階

　

電
話　

〇
二
│
二
五
四
六
│
八
七
六
六

　
（
四
月
六
日
に
開
催
す
る
「
台
湾
建
国
烈
士 

鄭
南
榕
先
生
を
偲
ぶ
集

い
」
の
詳
細
は
本
誌
裏
表
紙
を
参
照
）

平成元年4月16日、在日台湾同郷会の主催で開かれた日本
における鄭南榕追悼会


